
◆ユナパブ　電車痴漢捜査　隠姦編
　タタンタタン……タタンタンッ……
　ガタン、ゴトッ…………
　プシャァ――――……

「スチールボルトアロー！　スチールボルトアロー！　スチールボルト……あっ!!♥♥」
　ぱんぱんぱんぱんぱんぱんぱんっ♥♥　ドブッ♥♥　ゴビュルルルルッ♥♥　プシャァァァァァァァッ♥♥
「いやぁあぁぁぁぁ――――――――――っ!!!♥♥」

　相次ぐ電車痴漢被害。鋼鉄聖闘士のエマが秘密捜査をするが何も成果は得られず、
　ユナとパブリーンが任を託されることになった。

　人混みに紛れ、美女師弟は電車に乗り込む。

　――――――………………
　――――――――……………………

　タタン、タタン…………タタン、タンッ…………
　ガタン！　ゴトン！　ガタン……ダンッ！　ゴッォ！
　タタン、タタン……ガンッ！　ガッ！　ゴゴンッ！　ゴソッ……ガチャンッ！　……ギシッ……ゴトン……！
　…………………………………………
　…………タタン、タタン…………タタン、タタン…………
　……ガタン、ガンッ…………ギシ……ゴトンッ……！　…………ギシッ、パン……ギッ…………パパン、パパンッ……！
　……ガンッ！　パパンッ、パパンッ！　ギシッ、ガタッ！　ガンッ！　ガタッ、ゴトンッ！
　ガタンッ！　ガタッ！　パンッ！　ゴゴンッ！　ガガガガッ！　ガコンッッ！！
　プシャァァァ――――――――ッ！

　◆

　――痴漢捜査から僅か数十分後…………ユナとパブリーンは、あられもない姿で駅のホームに横たわっていたところを仲間に発見される。
　一体彼女らの身に、何が起きたのであろうか……

　……後日、とある二人の美人女優が、聖闘士師弟に扮した姿で電車陵辱されるという裏映像が闇市場に出回ることになるが……それはまた、別のお話。



◆ユナパブ　電車痴漢捜査　詳細編　

　エマの代わりに痴漢捜査を任されたユナとパブリーン。
　実力者二人がいれば痴漢など取るに足らないはず……そんな思惑とは裏腹に、
　女師弟はあっという間に追い詰められていた。

（何なのこいつら?!　手慣れ過ぎているっ！）
（こ、このままでは駄目……！）

　揉みくちゃにされた状態から抜け出し、かくんっ♥　ひくんっ♥　と腰股をグラインドさせながらも
　痴漢から貞操を守るため、聖衣を身に纏う。

　――アクィラクロス……んんぅぅッ♥♥
　――ピーコッククロス……ぅ……っ♥♥

　同時に、軽度ではあるが絶頂してしまっていた。
　装着時の無防備な瞬間を狙われて一気に痴漢されたのだ。
　絶頂変身が雄欲を刺激し、聖闘士としての力を発揮する前に捕らえられ、両手が吊革に拘束される。

「やめ……♥」
　もみっ!!　ぐちゅぅぅっ!!
「あはぁあぁあぁあぁっ!!♥♥」
「んんぅぉおぉおぉおぉおぉッ!!♥♥」

　軽く絶頂していた牝肉はあっさり昂り、
　無防備になった乳尻股間が揉みくちゃにされ、痴漢被害者とは思えない大きな嬌声を上げる。
　牝として出来上がったと確信した痴漢たちは、更に辱めようと責めを過激化させる。

【お待ちかね、おちんぽ様だよー♪】
「な……っ♥♥」
「おちんぽ様ですって？！♥♥」

　触るだけに飽き足らず、犯そうとしているのだ。
　快楽で抵抗できない二人は、せめて快感に飲まれまいと、痴漢たちを睨み付けて啖呵を切った。

「痴漢なんかに……」
「決して、敗けたりしないわ……！」
　ずぶっ!!
「あっ!!!♥♥」
「おほ……っ!!!♥♥」

　しかし睨み貌はすぐさまアヘ顔に変わる。
　異常なテクニックで発情させられた身体は挿入にも情けなく順応し、
　突かれるたび、電車の揺れる音に合わせるように嬌声と痙攣を繰り返すのだった……


◆後日談
「今日こそ　覚悟しなさい」
「罪なき婦人に手をかけ、私たちの素顔を見た罪……思い知らせてあげるわ!!」

　――数分後。
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